


計算書類についての注記 
 
１．重要な会計方針 
（１）減価償却の方法 
 ソフトウェアの減価償却の方法は、定額法を採用しております。 
 
２．当期における収支計算書の収支差額と貸借対照表における正味資産の金額との関係は

次のとおりです。 
 

１． 当期収支差額 △ 6,304,775 円 
２． ソフトウェア増加額 1,470,000 円 
３． ソフトウェア減少額 △ 1,386,000 円 
４． 借入金増加額 △ 2,000,000 円 
５． 借入金減少額 8,000,000 円 
６． 当期正味財産増加額 △ 220,775 円 
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